
No.30 
平成12年{20ω年111月

先行/平葉市議会 l 

編第/干葉市緩会事務局 | 

干260司8722 干葉市中央区干葉港1・1I 

!51さ.・• • 

A'令
a，a'
+a'ムv・
‘，
・
+
e，
LVA，av
h，Lr‘，LF+LV+LF+LF企

7a'+色
'+ιTA--‘v'ムマ
白'+Lr+AV+
&va，
apA，‘vi--
a，LF
，&VAVLF+ト
+LP+LF+ト
+
LP
A守
hFAVLP+LFAV』
FA守
陣A'P
A7PA'
'L，・+p

勺ゐ
γ
+
4
+
4
+司
令

司
令

4+司

+
4司
+
4
+
4「+
」「φ
JJ
4
+
4
+J
て
+
4
・守4ムマ
Jキ
JJ
d「ムマ4
+
4
A'4
+
4喝
4
+
4+J司

+4+4ム九+4A守
4A'a守

Ae-J
a'A守
i+
唱+・
+
+
+
+ム・
9
+

。-Ta，++
+
 

山…

し

平
成
昭
年
第
3
固
定
例
会
が
、

9
局
7
日
か
ら
9
月
羽
田
ま
で
の
…
…

叫

ま

幻
自
聞
の
日
程
高
か
れ
ま
し
た
。

的

判

ら
こ
の
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
お
よ
び
平
成

外

地

岡
刊
一W
D
n年
度
決
算
な
ど
犯
件
の
市
長
提
出
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案

中

で

③

一砂

ど

お

り

可

決

・
同
意
認
定
し
ま
し
た
。

川

中

舘
F
bw

さ
ら
に
、
意
見
書
目
件
、
請
願
1
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、
各
会
派

恥

村

直
躍
の
代
表
質
問
が
7
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

日

付

例

な
お
、
平
成
刊
年
度
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
議
員
で
構
成
す
出

川

定
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

付

+
+
 

令
争
仲

+
H
+日
九
人
人
+
H
+件
+
叫
+
叫
ん
φ
村
+刊
み
ふ
み
ん
み
+
γ
γ
日
+
γ
マ
H
+
マ
マ
マ
日
+
刊
ム
ム
ム
+
マ
マ

マ
γ
マ
マ
H
A
+H
+H
+H
V
W

紙
芝

平
成
日
年
度
各
会
計
歳
入
歳
餌
ヘ拶

パ

'

決
算
を
認
定

強

《
予

算

》

*
一
般
会
計
術
正
予
銭

国
際
補
助
金
の
決
定
に
伴
い
、
小
中
学
校
校
舎
等

買
収
資
、
土
地
区
画
釜
理
事
業
費
お
よ
び
公
回
同
一
宗
刷

費
な
ど
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
国
の
公
共
事
業
等

予
備
費
の
使
用
決
定
に
伴
う
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

践
を
追
加
す
る
な
と
‘
合
わ
せ
て
四
十
六
億
六
午
万

円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
の
財
源
は
、
市
償
二
十
四
億

三
千
八
百
万
円
、
縁
起
金
十
一
億
七
千
三
百
万
円
、

国
庫
支
出
金
九
億
五
千
二
百
万
円
な
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
一
二

千
三
百
八
十
八
億
四
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

本
特
別
会
計
繍
正
予
算
{
企
業
会
計
を
さ
む
)

千
葉
市
都
市
計
画
土
地
区
画
整
度
事
業
特
別
会
計

お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
に
、
合
わ
せ
て
六
億
一
千

七
百
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
企
業
会
計

を
含
む
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二
千
九
百
四
十

四
億
九
千
七
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

《
条

例

》

*
千
葉
市
役
会
福
祉
旭
法
人
助
成
条
例
等
の
一
部
改
正

社
会
福
祉
事
業
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規

定
の
整
備
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

す
。

《
町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
》

*
千
葉
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
険
地
処
分
に
伴
い
、

中
央
区
言
葉
町
、
千
葉
寺
町
お
よ
び
葛
城
3
丁
目
の

各
一
部
の
区
織
に
つ
い
て
、
町
の
区
岡
崎
お
よ
び
名
M
仰

を
変
更
し
ま
す
。

*
浜
野
駅
東
口
土
地
区
画
笠
理
事
業
の
換
地
処
分
に

伴
い
、
中
央
区
村
田
町
お
よ
び
浜
野
町
の
各
一
部
の

区
岡
崎
に
つ
い
て
、
町
の
区
成
お
よ
び
名
称
を
変
更
し

ま
す
。《

工
事
請
負
契
約
》

*
市
営
住
宅
天
台
団
地
問
佳
品
聞
事
業
態
築
主
体
工
事
を

四
億
四
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

*
蘇
我
小
学
校
屋
内
運
動
問
団
改
築
工
事
を
三
億
五
千

六
百
万
円
で
行
い
ま
す
。

《決

算

》

平
成
け
年
度

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
三
千

六
百
三
十
一
億
八
百
万
円
、
続
出
三
千
五
百
四
十
五

億
七
千
三
百
万
円
と
な
り
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
会
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
六
千

四
百
七
十
九
俗
ハ
千
三
百
万
円
~
歳
出
六
千
四
一
日
十

九
億
八
千
七
百
万
円
と
な
リ
ま
し
た
。
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委員会審査・調査から

常
任
委
員
会

9
月
刊
日
日
に
関
か
れ
‘
議
案
れ
件
、
請

願
1
件
、
際
筋
1
件
を
審
登
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
議
案
を
可
決
し
た
ほ

か
、
議
廠
・
陳
情
は
、
継
続
審
登
と
な
り

ま
し
た
。

l ~ 

総
務
一安
員
会

一
般
会
計
繍
正
予
算
や
町
の
区
蛾
お
よ

び
名
称
の
変
更
な
ど
議
祭

3
件
を
審
査
し
、

町
の
区
減
お
よ
び
名
祢
の
変
更
に
際
し
て
の

夏
本
的
な
叩
考
え
方
や
変
更
に
伴
う
案
内
表

示
の
方
法
お
よ
び
愛
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
下
水
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
や
千
葉
市
社
会
福

社
法
人
助
成
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
読

案
3
件
、
話
願

1
件
を
審
査
し
、
千
葉
市

社
会
福
祉
法
人
助
成
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
、
今
年

6
月
に
施
行
さ
れ
た
社

会
福
益
事
業
法
な
と
の
改
正
の
内
容
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
婚
笛
制
度
か
ら
利
用
制
度
へ

の
移
行
に
関
し
、
障
害
者
総
設
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
供
治
萎
践
の
笠
備
状
況
な
と
に
つ
い

て
、
同
同
媛
が
あ
り
ま
し
た
。

環
鏡
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
、
市
道
路
線
の
認

定
及
び
廃
止
の
議
案

2
件
、
陳
情
1
件
を

密
室
し
、
一
般
会
-
計
補
正
予
算
の
継
続
曲
目

術
正
の
う
ち
、
新
港
新
湾
婦
工
湾
建
設
事

業
に
関
し
、
補
助
金
の
追
加
内
示
に
際
し

て
の
使
途
指
定
の
有
笹
川
や
事
業
部
副
総
額
が

滅
穏
と
な
っ
た
理
由
お
よ
び
今
後
変
更
さ
れ

る
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

経
済
教
育
委
員
会

一
般
会
計
裕
正
予
算
、
一
鉱
我
小
学
校
庭

内
運
動
湯
改
築
工
事
請
負
契
約
の
議
案

2

件
を
審
蜜
し
、
蘇
我
小
学
校
屋
内
運
動
揚

改
築
工
事
請
負
契
約
に
関
し
、
事
前
公
表

さ
れ
か
場
?
定
価
格
に
返
い
落
札
額
に
対
す
る

見
解
や
屋
内
逮
動
場
の
換
気
が
よ
く
な
い
状

況
に
対
す
る
見
解
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

JL1ミ
蘇務小学校尽肉迩動111完成予想図

都
市
消
防
委
員
会

都
市
計
画
土
地
区
画
笠
理
事
業
将
別
会

計
補
正
予
算
や
市
営
住
宅
芙
台
団
地
建
笛

事
祭
建
築
主
体
工
事
務
負
契
約
な
と
誌
案

5
件
を
審
査
し
、
天
台
団
地
建
密
事
業
建

築
主
体
工
事
請
負
契
約
に
隠
し
、
住
宅
一
戸

凱
の
設
定
に
際
し
て
の
間
取
り
別
供
給
数
の

基
準
と
地
岡
崎
性
へ
の
配
胞
の
有
無
や
窓
波

隙
智
一
面
対
策
の
取
組
状
況
な
と
に
つ
い
て
、
質

疑
が
あ
リ
ま
し
た
。

9
月
5
日
に
関
か
れ
、
大
都
市
財
政
の

実
態
に
即
応
す
る
財
源
の
鉱
充
に
つ
い
て
の

要
望
を
協
議
し
た
ほ
か
、
地
方
分
権
維
進

委
員
会
意
見
の
慨
要
に
つ
い
て
議
室
し
ま
し

た。
8
月
鈎
自
に
閃
か
れ
、
今
期
の
委
員
会

の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、

ω月
山
問
自
に
閃
か
れ
、
女
性
セ

ン
タ
ー
と
子
ど
も
ル
l
ム
の
裡
察
を
行
い
ま

し
た
。

委

員

長

H
中
野

副

委

員

長

H
絡
線

第
一
分
科
会
主
査
H
-
一一須

同

副

主

査
H
山
口

第
一
一
分
科
会
主
査
H
川
岸

同

副

主

査

H
小
川
柳

雄俊隠専np喜
f言;羊美夫?工弘

平
成
円
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
決
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、

9
月
刊

日
に
、
会
議
員
で
偽
成
す
る
決
個
師
窓
査
特

別
委
員
会

(
2分
科
会
)
を
設
置
し
‘
計

8
日
間
に
わ
た
り
篠
澄
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
括
質
問
.
か

8
名
の
議
員
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
月
初
日
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は、

2
分
科
会
の
審
査
織
委
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
各
会
計
決

算
を
認
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
次
の

8
項
目
の
指
摘
要
望
事
項

は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
市
長
に
要

望
し
た
も
の
で
す
。

指

摘

要

望

事

項

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
各
穣
財
政
指

標
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
も
義

務
的
経
貨
の
繍
加
.
か
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
防
源

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
交

付
税
な
ど
各
磁
財
源
の
よ
り
一

一胞
の
確
保

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
市
街
の
発
行
抑

制
に
も
怠
を
用
い
る
こ
と
・

放
笛
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
政
鐙
常
m白

書
へ
の
対
応
や
撤
去
手
法
を
十
分
に
倹

討
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
駐
議
渇
の

利
用
を
促
進
す
る
対
策
を
議
じ
、
そ
の

解
消
に
一
層
努
力
す
る
こ
と
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
係
官
聞
所
へ

の
入
所
待
機
児
島
呉
の
解
消
に
資
す
る
ぬ

策
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
憾

な
保
育
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
適
切
な
子
育

て
支
援
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

産
業
廃
棄
物
・
一
般
廃
薬
物
の
不
法
投

棄
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
通
報
も

含
め
た
監
祝
体
制
の
充
実
強
化
に
よ
る
早

期
発
見
に
努
め
、
そ
の
抑
制
を
図
る
と

と
も
に
、
放
置
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
な
る
織
去
方
策
を
講
じ
る
こ
と
。
ま

た
、
狭
路
道
路
地
区
に
お
け
る
粗
大
ご

み
収
集
に
つ
い
て
は
、
小
型
収
集
車
の

導
入
な
ど
を
含
め
、
そ
の
収
集
方
法
に

つ
い
て
般
討
す
る
こ
と
。

碕
陪
抽
出
国
の
活
性
化
お
よ
び
中
小
企
業
へ

の
支
獲
に
つ
い
て
は
、
各
磁
調
査
の
洛

果
分
析
や
叩
事
業
評
価
に
暴
づ
く
胞
策
の

取
鎗
選
択
を
行
い
、
よ
り
幼
果
的
な
活

性
化
・
支
援
策
を
震
関
し
、

一
層
の
市

内
経
済
の
緩
興
に
努
め
る
こ
と
。

パ
ス
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
利

便
性
の
向
上
や
利
用
促
進
を
図
る
観
点

か
ら
、
パ
ス
事
業
者
へ
の
助
成
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
行
政
と
事

業
者
の
協
調
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
活
路
線
な
と
の
維
持

・
健
保
に

努
め
る
こ
と
。

公
共
下
水
道
堅
備
に
つ
い
て
は
、
諸
経

費
の
節
減
に
引
き
続
き
取
り
絡
む
と
と
も

に
、
一

岡崎
の
予
算
確
保
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
釜
及
容
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
。

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
間一旦
一
か
な
学
習

体
験
や
生
活
体
験
を
得
る
た
め
、
学
校

・

家
庭

・
地
附
叫
が
辺
情
抗
し
た
教
育
活
動
を

出
推
進
し
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
努

め
る
こ
と
。

総

正
白

A
忌

3

質

間

主
な
質
問
項
目

ー千
葉
市
情
報
化
基
本
計
画
に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

都
市
防
災
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役

割
に
つ
い
て

保
堅
凶
行
政
に
つ
い
て

環
民
問
題
に
つ
い
て

環
段
自
治
体
に
つ
い
て

住
宅
行
政
に
つ
い
て

花
の
広
甥
に
つ
い
て

三す
一

三
、.. ，，
『-v一で

一

・し
F

一

五
山

一ト

n
傍聴のご案内

平成12年第4固定例会は11月30日附に開会する予定です。

本会議は、原則として公開していますので、となたでも傍
聴できます。

傍隠は、本会議の当日、議会練1階で受け付けています。

会議日程は11月27日聞に決まる予定です。
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